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序 文

近年，奄美大島地区では新奄美群島振興開発計画関連の諸開発事

業が急速に進められており，埋蔵文化財保護と開発事業との調整を

図るうえで，詳細な埋蔵文化財包蔵地の分布状況の把握が必要とな

ってぎています。

このため，県教育委員会では，昭和62年度は徳之島地区，昭和63

年度は奄美大島本島南部地区の埋蔵文化財分布調査を実施し，その

結果をそれぞれ奄美地区埋蔵文化財分布調査報告書 I・IIとして刊

行できたところです。今回は，これに引き続き実施した平成元年度

• 2年度の奄美大島本島北部・ 喜界島地区、沖永良部島・与論島地

区の分布調査結果をとりまとめ，奄美地区埋蔵文化財分布調査報告

書1IIとして刊行するものです。

発掘調査と報告書作成に御協力いただきました関係各位に対し，

心から感謝申し上げます。

平成 3年3月

鹿児島県教育委員会

教育長 大田 務



例 言

1 本報告書は平成元・ 2年度に実施した奄美地区埋蔵文

化財分布調査の報告書である。

2 平成元年度は奄美大島北部と喜界島， 2年度は沖永良

部島と与論島を調査対象地区とし，田畑一筆ごとの悉皆

調査を基本として行い，一部試掘調査も実施した。

3 本書の遺跡地名表は，昭和59年度に作成した「鹿児島

県市町村別遺跡地名表」に準拠し，遺跡番号もこれと一

連のものとした。

4 本書に用いたレベル数値は，すべて海抜絶対高である。

5 本書で用いた遺物番号は挿図中の実測図と写真とは一

致する。

6 遺物の実測，製図，写真撮影は元年度は長野真一・

鶴田静彦， 2年度は大野重昭・弥栄久志が分担して行っ

た。

7 本書の執筆・編集は長野・鶴田・大野・弥栄が分担し

て行った。
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第 I章 調査の経過

第1節 調査に至るまでの経過

鹿児島県教育委員会は奄美群島振興開発地域の奄美地区 1市13町について埋蔵文化財分布調

査を昭和62年度から平成 2年度までの予定で計画した。

これは，奄美地区の諸開発計画の施行に際して埋蔵文化財保護と開発事業との調整のための

資料を得ることを目的としたものである。

調査にあたっては，文化庁全国遺跡分布調査要項（昭和46年 4月）に準拠し，埋蔵文化財を

中心に悉皆調査を行い，必要に応じて試掘調査を実施することとした。

昭和62年度は徳之島 3町，昭和63年度は奄美大島南部 4町村，平成元年度は奄美大島北部 1

市2町と喜界町，平成 2年度は沖永良部島 2町と与論町を対象にして分布調査を実施した。

第2節調査の組織

調査主体者 鹿児島県教育委員会 教 育 長 濱里忠宣（平成元年度）

教育長大田 務（平成 2年度）

調査責任者 鹿児島県教育庁文化課 課 長

調査企画担当者 ，， 課長補佐

// 課長補佐

吉井浩一

奥園義則（平成元年度）

濱松 /ff (平成 2年度）

ヶ 主 幹 立園多賀生

，， 主任文化財研究員

兼埋蔵文化財係長吉元正幸．

調査担当者

調査事務担当者

，， 

，， 

，， 

ヶ

，， 

,, 

❖ 

主査

文化財研究員

主 査

文化財研究員

企画助成係長

主 幹

兼企画助成係長 濱崎琢也（平成 2年度）

主 査平山章

長野真一（平成元年度）

鶴田静彦( ❖ ) 

弥栄久志（平成 2年度）

大野重昭（ ，' ） 

京田 秀允（平成元年度）

，，， 主 事 末永郁代

なお，調査にあたって名瀬市，竜郷町，笠利町，喜界町，和泊町，知名町，与論町の各教育

委員会及び鹿児島県大島教育事務局の協力を得た。また，各市町村の文化財保護審議会にば情

報の提供を頂いた。
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第 n章 平成元年度の調査

第 1節調査の経過

本年度は，奄美大島北部 l市 2町と喜界町を調査対象とし，喜界町を皮切りに，名瀬市・笠

利町・竜郷町の調査を行った Q

調査の経過については，以下日誌抄にて略述する。

平成 2年 2月13日 喜界町着。町教育委員会にあいさつ及び今後の調査についての打合せ。

中里方面の調査。

2月14日 荒木農道遣跡固辺及び荒木槃落内の調査。川嶺隼落にて類須恵器の写

具撮影。

2月15日 町中央公民館所蔵遺物の写真撮影。志戸桶方面の調査，志戸桶貝塚の

確認の結果，広範囲に分布しているが破壊された範囲も大きいことが

判明した。当地出土の類須恵器写真撮影。本日で喜界町の調査終了。

2月16日 名瀬市着。大島教育事務局・名瀬市教育委員会にあいさつ及び今後の

2月17日

2月19日

2月20日

2月21日

2月22日

2月23日

2月24f:::I

調査についての打合せ。奄美歴史民俗資料館所蔵遺物の写真撮影。知

名瀬・根瀬部・大浜海岸周辺の調査。

小湊方面の調査。小湊集落内で兼久式土器を大最に包合する遺跡に接

す。近世陶磁器等も散布している。

芦ケ部・有良方面の調査。

午前で名瀬市の調査終了。午後より笠利町の調査開始。

サウチ・屋仁・方面の調査。用植物園周辺にて遺物多数採集。

ヤドリ浜• 佐仁方面の調査。

土浜方面の調査。

笠利町歴史民俗資料館所蔵遺物の写真撮影（類須恵器・貝札）。本日で

笠利町の調査を終了。

2月26日 竜郷町の調査開始。町教育委員会にあいさつ及び今後の調査について

の打合せ。瀬連・根原方面の調査。

2月27日 手広遺跡周辺・加瀬間コシマ方面の調査。

2月28日 町中央公民館所蔵遺物の写真撮影。

3月1日 本日午前で竜郷町の調査を終了。午後，市内在住の研究者里山勇廣氏

の協力を得て名瀬市の補充調査。

3月2日 小宿海岸遺跡の調査。包合層の露出部分を確認。

3月3日 遺物の梱包。本日をもって分布関査を終了。
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第2節各市町村の遺跡

喜界町の遺跡

昭和61年喜界町教育委員会は，熊本大学考古学研究室に依頼しハンタ遺跡の発掘調査を行い，

同時に町内の先史迫跡の分布調査を実施し， 35カ所の遺跡を確認している。その調査結果は，

ハンタ迫跡の調査報告書に詳細に記載されている。

今回の調査では，荒木 ・中里 ・伊実久 ・小野津 ・志戸桶の各集落を中心に，周辺の海岸線 ・

砂丘地 ・畑地等を対象とした。調査の結果，新たに確認した遺跡としては，荒木海岸遺跡のみ

であるが，周知の遺跡 ・貝塚等の再確認で新たに明らかにできたものもある。

荒木海岸遺跡 (90-41)

荒木貝塚と県道をはさみ対

面する海岸砂丘地が，追物包

今地である。砂丘は，生成位

四 ・色調等からいわゆる新期

砂丘に相当する。遺物包含地

帯は，砂採取による破壊が

進んでいるが土器片や貝殻等

が散在している。

山形口縁をなす土器片で，

部内側から縦位の粘土紐

を貼りつけ， さらに文様帯の
第 1図荒木海岸遺跡近景

下位にも横位の粘土紐を巡らす。口唇部には刺突 ・器面には櫛状工具による平行線文を描く 。

小野津八幡神社遺跡・遺物 (40-12)

小野津集落の北側端に祭られた神社で，新期砂丘地に位置している。須恵器の小壺と白磁の

瓶の 2点が境内内の祠に祭られている。 さらに，この一帯は遺物包含地の可能性が高く，大型

の磨石も採取できる。

須恵器の小壺は，灰色で軟質・肩口に取っ手がつき，平行線様の叩き痕が残されるが肩口か

ら口縁部にかけてはていねいにナデ消している。

第 2図小野津八幡神社遺物
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志戸桶貝塚 (90-10)

小野津から志戸桶集落に向かう幹線道の両側に分布する砂丘性の貝塚で，かなりの範囲で遠

物・貝殻等が採取できる。 しかし，畑地整備事業が進められ砂壊された部分も大きいと判断で

きる。

貝塚を包含する砂丘は，志戸桶集落を望む東海岸に面した旧期砂丘に相当する。

'@1~1 0 

第 3図 喜界町内の採取品

志戸桶貝塚・荒木海岸遺跡

採取遺物の主なものは，面縄前庭式土器 ・面

縄東洞式土器・嘉徳式土器等の縄文時代後期に

該当する土器群である。 さらに，それらに共な

い磨石 ・叩 き石や螺蓋製貝斧等も見られる。

写真で示したように，貝層を含む遺物包含層

が壁面や畑地の畦畔等で露出している状況を観

察できる。

／ 

｀
 r

 

＞
 ・會‘，

 第 4図志戸桶貝塚近景（南から望む） 遺物包含層
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当地 (90-35)

竹下軍陸氏が所蔵している，類須恵器（カムイヤキ系小壺） 5点と 1点の滑石製石鍋が出土

している。 5点の小壺の概要は，おおよそ次のとおりである。

文様 器高口径胴部径底部径cm叩き痕

1無文 13.1 8.6 15.5 9.0 外指頭ナデ

2 2条波紋 13.5 8.8 15.5 8.5 外指頭ナデ

3 4条波紋・l条沈線 14.6 9.8 16.8 11.9 外へらケヅリ

内格子

内格子

内半月状

4 6条波紋・2条沈線 13.210.8 16.8 

5 8条波紋 19.3 13.3 23.0 

10.7 外 綾 杉 後 指 頭 ナ デ 内 格 子・半月状

12.5 外綾杉 内格子

次に，石鍋には多最の煤が付着しており ，やや白色の強い滑石を素材としている。高 さ11.0

cm・ 口径19.0cm・ 胴部径22.4cm・ 底部径15.0cmである。

第 5図山口うと氏所蔵品 当地出土品

川嶺の山口うと氏は，所有地から出土した類須恵器の小壺と双耳小壺を所蔵 している 。

第 1表喜界町遺跡地名表 (l)

番 号 遺跡名 所在地 地形 時代 遺 物 等 備 考

90-1 伊実久貝塚 伊実久伊林1630 台 地 縄文～歴史 土器 （宇宿上層式） •石器 ・ 青磁 ・獣骨 九学会調査団調査

2 荒木貝塚 荒木喜入山 砂丘上 縄文～ 土器（宇宿上層式）・人骨・石器・貝殻

3 湾天神貝塚 湾中間3の2 砂丘上 縄文～

4七 城 志戸桶字増ケダ189 台地 古墳～歴史 土塁状遺構・類須恵器壺

5先 山 先山字浦原 砂丘上 古墳～ 土器（兼久式）・螺蓋梨貝斧・石器 昭和61年度発掘調査

6 荒木小学校 荒木 砂丘上 人骨•石器 九学会調査団調査埋葬址

7 赤 連 湾字赤連 砂丘上 縄文 土器（赤連系） 九学会調査団調査

8ハンタ 字ハンタ 段丘上 縄文～ 土器（喜念1式 ・宇宿上層式） •住居址 昭14和6メ6ー1年ト度ル発掘調査・標高

9 志戸桶貝塚 志戸桶 砂丘上 縄文 土器（面縄前庭定式 ・ 嘉徳式）•石器

10 平家森 早川字上ケ田3番地 台地 古墳～歴史 掘割
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第2表喜界町遺跡地名表 (2)

番号 遺跡名 所在地 地形 時 代 遺 物 等 備 考

90-11 八幡神社境内 小野津 砂丘J: 歴史～近世 須恵器双耳骨小壺・白磁壺•石器 境内内の祠に収められている

12 下田の滝周辺 伊実久 砂丘上 古墳～歴史 類須恵器

13 大城久 伊砂 段丘上 古墳～歴史 類須恵器・青磁・フィゴ羽ロ・鉄滓 ウフグスク

14 伊砂一帯 伊砂 砂丘上 弥生～ 石器・フイゴ羽口

15 アギ小森田 坂嶺字アギ小森田 砂丘上 縄文～ 士器（面縄東洞式・窟徳式）・類須恵器

16 前 田坂嶺字前田 丘陵上 縄文～歴史 土器（宇宿上層式）・類須恵器・青磁・陶器

17 上 秒 坂嶺 t砂 段丘上 歴史～ 類須恵器

18 /ii 堀 中能字/II堀 段丘上 縄文～歴史 土器（宇宿上層式）・類須恵器・青磁・陶器

19 柏 毛 西目字柏毛 段丘t 古墳～歴史 類須恵器•青磁・白磁・陶器

20 t 戸問 西目字上戸間 段丘t 歴史～ 類須恵器

21 知無日・能田 大朝戸知無田・能間段丘J:.歴史～ 類須恵器•青磁·石器・フイゴの羽口

22 中 ム胚‘ C ‘ ‘ 中 熊 台地 歴史～近世 掏磁器・石器

23 先 内 先内 段丘上 古墳～ 土器・陶磁器・石器
．． 

24 島 1ft 島中 段丘上 古墳～ 類須恵器•青磁•石器・フィゴの羽「！

25 浜 ill 邸 湾字赤連 石器

26 総合グラウンド 湾久大真 砂丘上 縄文～ 土器（嘉徳式）・土製品・貝殻 中央公民館所蔵

27 中里貝塚 中里 砂丘上 古墳～ 上器（兼久式）•石器·貝殻

28 荒木農道 荒木 砂丘上 縄文～ 人骨・宇宿下層式・貝輪・玉類 九学会調査団調査・埋葬址

29 手久津久貝塚 手久津久 砂丘上 縄文～ 石器・土器 包含層露出

30 上嘉鉄 上嘉鉄大供 砂丘上 縄文～ t. 器（喜念l式・宇宿上層式）顆須恵器他 上嘉鉄小学校所蔵

31 永 嶺 永嶺 段丘上 歴史 類須恵器・滑石殷石鍋

32 早町中学校 早町 砂丘上 石器（石斧・叩き石）
早湧町水小学校所蔵・ 標晶10m

33 川嶺グスク Ill 嶺 丘陵 歴史

34 坂 元 志戸桶字坂元 歴史～ 類須恵器・青班・滑石製石鍋・染め付

35 当 地 忠戸桶字当地 丘陵 歴史～ 類須恵器・滑石嬰石鍋・王類 竹下軍陸氏所蔵

36 振 Ill 志戸桶字振ILL 砂丘上 土器・貝刃・貝殻

37 島中 B 島中 台地 歴史～ 類須恵器・白磁 昭利63年度発掘調査

38 滝 Ill 滝 JII 台地上 歴史～ 類須恵器・白磁

39 坂甜 JII窪 坂嶺字川窪 砂丘上 歴史～ 類須恵器

40 荒木海料 荒木 砂丘上 古墳～ 士器（兼久式？）・貝殻
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2 名瀬市の遺跡14(1-19) 

近世の輸入陶磁器を包蔵した朝仁貝塚と，縄文時代後期と晩期の遺物を出土した朝仁天川遺

跡の存在が知られていたが，新たに 4カ所の遺物散在地・包合地を確認できた。

知名瀬遺跡 (14-16)

知名瀬川の左岸，上川城と知名瀬城とのほぼ中間部にあり，知名瀬川の河川敷を望む西側に

面した丘陵の中位に位置している。遺跡の保存状況は悪く，その大部分は失われている。

採取遺物は小破片のため，明瞭でないが縄文時代に該当しそうである。

小湊遺跡 (14-17) (第 7図）

太平洋に面した小湊隼落と，集落を取り巻く砂丘上の畑地に古代から近世にかけての陶器・

磁器類が散布している。特に，隼落の南端では，路地等に兼久式士器等を大量に含む遺物包含

層が露出している。

最も多い採取遺物は，兼久式土器で，その他類須恵器・王縁n縁を里する白磁碗や螺蓋製貝

斧で，その他，薩摩焼等の近世陶磁器も含まれる。

三〖 こ

[
 

ー昆
二
〗

n
 

/'I//~ 

第 7図 名瀬市内の採取品（小湊遺跡）
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小宿地崎海岸遺跡 (14-19)

急激に海岸と接触する半島部の中程にあり，大潮時には浸食を受ける位置に，遺物が包含さ

れている 。遺物を包含する層が，原位置を保つかどうか詳細な検証は行っていないが，崩壊土

に含まれる可能性がある 。採取遺物で判断すると，縄文時代に該当する可能性が高い。

第 8図小宿地崎海岸遺跡

第3表名瀬市遺跡地名表

番号 遺赫名 所在地 地形

14-1 朝仁天川 朝仁字天川 丘陵端

2伊津部勝城 伊津部字城原 丘陵

3 中勝原城 西仲勝字中勝原 山頂

4知名瀬城 知名瀬字城田 山麓

5小宿城 小宿字城 丘陵

6根瀬部城 根瀬部字城田 丘陵

7浦上城 浦上字前勝 丘陵

8 有屋アジ屋敷 有屋竹ンサク 山 頂

9 小湊ア ジ屋敷 小湊字中村 平地

10 朝 戸 城 朝戸字大加 丘陵

11 知名瀬川上城 知名瀬字川上 山麓

12 朝仁貝塚 朝仁前間318 集落内

13 根生瀬つ部つ地じ区自 根瀬部 丘陵

14 有境盛内神の社森及林び 浦上字前勝869地 山頂

15 小の湊仏像骰島石神灯社籠 小渥字金子山3125 山頂

16 知 名 瀬 知名瀬 丘陵

17 小 楼 小湊 砂丘上

18 有 良

19 小宿地崎海岸 地 崎 海 岸

朝仁貝塚

時 代 遺 物 等 備 考

縄文 土器（喜徳式・宇宿上層式等）石器類 昭和58年市教委調査

歴史 タカグスク

歴史 中勝原テラ屋敷

歴史 消滅

歴史

近世 グシク・グシクバテー

歴史 墓 寺社境内地

歴史

歴史 宅地

歴史 朝戸アジ屋敷

歴史

歴史～近世 青磁・近世陶磁器・貝殻 昭和年

自生地

縄文～ 土器 （形式不明） •石器 ほぼ消滅

古墳～近世 土器（兼久式）・類須恵器・白磁・近世陶器 相集落当内／砂丘は新期砂丘に

古填～ 土器（兼久式?) 纂落内

縄文～ 土器（形式不明） 海食進行中
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3 竜郷町の遺跡88(1 -31) 

太平洋岸に形成された小規模な砂丘上に位蹴する手広遺跡は，南島の先史時代を解明するJ:

で欠くことのできない貴重な情報を提供した。発掘調査では，上位の 1文化層より 6枚の文化

層の存在が確認され，面縄西洞式土器から兼久式土器・類須恵器への細な変遷が読み取れる。

また，赤尾木湾に位躍するウフタ遺跡では，面縄前庭式土器が完形に復元されている。

今回の調査で新たに確認できた遺跡は 4遺跡で，逆に，アオン浜遺跡や瀬連 2遺跡のように

そのほとんどが消滅した遺跡もある。

笠利半島と大島半島との接触地は細くくびれ，また，地塾は低く広範囲に砂丘が形成されて

いる。先に記した，ウフタ遺跡もこの砂丘地の一角に位置している。今回の調査では，野原A・

野原B・ 手広遺跡の 3遺跡を確認したが，これらのほかにも砂丘内には多くの遺跡地が埋もれ

ていると思われる。

野原A遺跡 (88-28)

通称ナーハマ海岸に沿い南西に伸びる砂丘地内にあり，野原B遺跡も同一の砂丘に位置して

いる。砂採取により砂丘の断面が現れ，貝殻等が大量に露出し，さらに人骨の一部と見られる

ものも採取している。人工遺物は確認していないが，貝殻等のあり方から生活の舞台であった

可能性は高いと判断できる。

野原B遺跡 (88-29)

野原A遺跡よりやや南に位置し，砂採取により砂丘堆積面が露出している。野原A遺跡と共

に，新期砂丘と判断でぎるが，砂採取については細心の注意を払う必要がある。

手広A遺跡 (88-31)

手広川を挟んで手広遺跡と対峙する位謹にある。太平洋に面した砂丘は蒲鉾状を呈し，かな

りの堆積をなすと判断でぎる。

希望ノ星学園遺跡 (88-32)

ウギャウ遺跡は社会福祉法人希望の星学園の東にあり，今回，西側に新たな遺物散布地を確

認した。ウギャウ遺跡は新期砂丘地にあり，今回の散布地は，風化の著しく進んだ砂丘内に存

在している。

兼久式土器や，それよりさかのぼる可能性のある遺物も見られる。

コシマ遺跡 (88-30)

加世間巣落の南にある周囲250m程の小島が対象地で，島の項部に小礫を配した2m程の方形

の遺構が残されている。確認できる人工遺物は少なく，無文土器片と白磁片が採取されるだけ

で，その詳細については明らかにできない。

瀬連1I遺跡 (88-13)

笠利湾に面した砂丘地が本遺餘の包含地であったが，砂採取によりそのほとんどが失われて

しまった。砂丘内からは大量の貝殻が出土し，少量の土器片も確認されている。土賠片で判断

すると，兼久式土器・面縄西洞式土器が認められる。
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第10図瀬連2遺跡

第4表竜郷町遺跡地名表(1)

番 号 遺跡名 所在地 地形

88-l ウ フ 夕 赤I~木字ウフタ 砂丘上

2手 広 赤尼木1730他 砂丘上

3赤 尾木 赤尾木 砂丘上

4 赤尼木保育所 赤尾木 砂丘上

5戸 口城 戸n字池野 丘陵

6南州流趾 竜郷 海岸

7松 当 城 戸口字大三田 丘陸

8歴 勝城 戸n字真ら勝 山麗

9古見城 戸口字用川渡 山頂

10 半 JII 赤尾木1281番地 砂丘上

11ウギャウ 赤尾木1339・1340 砂丘上

12 瀬連 l 芦徳954番地他 砂丘上

13瀬連 2 芦徳979番地他 砂丘上

14 竜郷金久 竜邸 砂丘上

15 前 間 竜祁124番地他 砂丘上

16 Fl 問 竜祁172番地他 砂丘上

17 中 里 竜祁1543・1549 砂丘上

18 外金 久 安木屋場2459番地他 砂丘上

19 岸 安木屋場2808番地他 砂丘上

20 円金 久 円425番地他 台地

21 中金久 嘉渡446番地他 台地

22 小前勝 小前勝1210番地他 平 地

23 里 嘉渡字里410番地他 台地」••

24 アオン浜 戸口字アオン 砂丘上

25 平木山 戸口字上天川 台地

野原B遺跡

時 代 遺 物 等 備 考

縄文 土器（条痕文・面縄前庭式嘉徳式）石倣 昭和56年町教委・熊大調査

縄文～古墳 土器 （宇宿下・上層式・兼久式）石組遺構 昭調和査5／9消・6滅0年奄美考古学会

古墳～ 土器（兼久式） ・貝小玉

古墳～ 土器（兼久式）・類須恵器・青磁 集相落当内／砂丘は新期砂丘に

歴史 育磁

近世 西郷松

歴史

歴史

歴史

弥生 土器（形式不明）・磨製石斧・貝殻 包含総露出

縄文～ 土器（嘉徳式・面縄西洞式）・磨製石斧 砂採取進行中

古墳～ 土器（兼久式）・貝殻・貝梨品 相集落当内／砂丘は新期砂丘に

縄文～古墳 土器（面縄西洞式・兼久式） 大部分が消滅

古墳～ 土器（兼久式）・類須恵器 相集落当内／砂丘は新期砂丘に

古墳～ 土器（兼久式？ ）・貝殻 集相落当内／砂丘は新期砂丘に

古墳～ 土器 （兼久式？ ） • 青磁 其落内

古坑～ 土器（兼久式？ ） 集落内

古墳～ 土器（兼久式？ ） 集落内

縄文～ 土器（面縄西洞式）

古泊～ 類須患器・石斧

土器（形式不明） 類の須た思め保器存は対完形策必品／要集活内

磨製石斧（時期不明） 嘉渡川の河川敷

歴史～近世 青磁 集落内

弥生～古墳 土器（弥生式・兼久式）・布目圧痕土器 砂採取により消滅

古墳～ 類須恵器・野磁.It隧
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第 5表 竜郷町遺跡地名表(2)

番号 遺跡名 所在 地 地 形 時 代 遺 物 等 備 考

88-26 フー ジャパル 浦字 台 地 縄文～ 土器（宇宿下層式）

27 嘉渡 2 嘉渡 砂丘上 歴史～ 胄磁・白磁

28 野 原 A 赤尾木字野原1583他 砂丘上 古墳～ 土器（形式不明）・貝殻 砂採取進行中

29 野原 B 赤尾木字野原1584他 砂丘上 古墳～ 土器（形式不明）・貝殻・人骨 砂採取進行中

30 コ シ マ 那世間 島 歴史～近世 土器（形式不明）・白磁

31 手広 A 手広1699-1 砂丘上 古墳～ 土器（形式不明）・貝殻

32 希望ノ星学園 ウギャウ 砂丘上 古墳～ 土器（兼久式）・貝殻

鼻

第11図野原A遺跡 アオン遺跡

4 笠利町の遺跡89(1 -84) 

奄美大島の最北部に位置する笠利町は，最も多くの遺跡が分布することが知られている。そ

のため，先史時代の解明も盛んで，宇宿貝塚 (89-28) ・ヤーヤ洞穴遺跡 (89-26) ・サウチ

迫跡 (89-29)等の発掘調査が行われてきた。 さらに，近年になり，各種の開発行為に伴う発

掘調査が集中的に行われるようになり，より鮮明に先史時代の様相が明らかになりつつある。

特に，土盛集落の北に位置する喜子川迫跡 (89-1)では，旧石器時代の存在の可能性を求め

て継続した調査が続けられている。

町内の多くの遺跡は，海岸線に接した砂丘地 に集中するという特徴があり，中でも，太平洋

に面した東海岸 に多く分布している 。特に，新期砂丘と旧期砂丘が重な って発達している和野

集落からあやまる岬にかけては，各時代の遺跡が密に分布している。

笠利町では，平成元年度時点で57箇所の追跡が確認されていたが，その後も独自に遺跡把握

の調査を進めてきた。その結果，今回の調査での確認を含め84箇所の追跡の所在が確認されて

いる。 しかし，近年の諸開発や砂丘地での砂採取等により ，破壊され消滅した迫跡も見受けら

れる。

そこで，今後注 目しておくべき迫跡について記載してお く。

用植物園遺跡 (89-9')

用長浜迫跡 (89-8貝塚との指摘もある） と連続する可能性の高い遺跡で‘，亜熱帯特有の樹
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木を砂丘を利用して大規模に植栽している。この砂丘地が大最の遺物を包含しており ，植物園

内に広く遺物の散布が見られ，特に，樹木の伐根や植え替えの行われたところでは，多くの遠

物が散乱している。遺物は兼久式土器で，大型の土器片が採取されており，遺構等を良好な状

態で残している可能性が高い。

マツノト遺跡 (89-12)

海岸線に接した砂丘内の遺跡で， 喜子川遺跡とは県道を挟んで対面する。この県道が，新期

砂丘と旧期砂丘の接触面に相当し，喜子川遺跡は旧期砂丘に，マツノト遺跡は新期砂丘に立地

している。このマツノト遺跡では， 一部で砂採取が行われ遺跡や遺物包含層の部分的破壊が見

られる。この間，貝札や骨製のかんざしが採取されており，今後の保存対策が望まれる。

サウチ遺跡 (89-29)

．笠利湾に面した西海岸に面した砂丘遺跡で，昭和52年に砂丘の一部が調査され多くの出土品

があり，弥生時代に該当する土器の存在が知られるようになった。蒲鉾状を呈している砂丘に，

多くの遺物を包含していることが確認されているが，砂丘の後背地にも遺跡が残存する可能性

がある。

この一帯は，海浜キャンプ地としての活用の可能性もあり，今後の保存対策が急がれる。

土盛第2遺跡 (89-83)

今回の調査で新たに確認した遺跡で，近接した土盛遺跡 (89-13)・大瀬第 1遺跡 (89-74)

・大瀬第 2遺跡 (89-75)があるが，これらが連続する ことも考えられる。

次に，万屋遺跡 (89-14)・崎原遺跡 (89-11)・土浜遺跡 (89-20)・屋仁遺跡 (89-66)等

は，各集落内に迫跡が広がっているため，宅地の立て替えや小規模の造成等でも遺物包含層 に

及ぼす影響は大きいものと考える。

一方，各種の開発行為等で既に消滅した遺跡にケ ジ遺跡 (89-3)・泉川遺跡 (89-15)・長

浜兼久 I・ID・N遺跡 (89-16)・鯨浜遺跡 (89-23)等があげられる。

第13図用植物園遺跡 用長浜遺跡
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第16図 笠利町内の採集品（明神崎遺跡）

第6表笠利町遺跡地名表(1)

番号 遺跡名 所在地 地形 時代 遺 物 等 備 考

89-1 喜子）ii 土盛字喜子川 砂丘上 縄文 土器（爪形文・面縄前庭式）石器・襲石遺構 調時査代団による調も査あ／旧石器
の可能性 る。

2下山 田 万屋字下山田 砂丘上 縄文 土器（宇宿下層式）・集石遺構・石器・貝殻 昭2和年5町9教年委県教調査委調査•平成

3 ケ ジ万屋字ケジ 砂丘J: 縄文 士器（条痕文・面縄前庭式）・集石遺構 和昭6和15年8年県町調査・熊大・九大／昭

4 士 浜 土浜 台地 古墳～ 土器（兼久式） 集落内

5 宇宿小学校 宇宿 砂丘上 縄文 土器（宇宿上層式・宇宿下層式）•石器

6明神崎 用安字入り瀬 砂丘上 弥生～古墳 士器（兼久式・弥生式）•石器・貝殻

7宇宿港 宇宿字港 砂丘l:: 弥生～ 土器（弥生式）・人骨（埋葬）・貝殻
昭和査55年査町教委・熊大・九大
調団調

8 用長浜 用字長浜 砂丘上 古墳～ 士器（兼久式）•石器・貝殻・風葬墓 植物園の前面に広がる砂丘

9 用植物園 用 砂丘上 古墳～ 士器（兼久式）•石器・貝殻 植物園内

10 辺留窪 辺留窪 砂丘上 弥生～近世 土器（弥生式～藩政時代）・溝状遺構 昭調和査5団8年調査町教委・熊大・九大

11 崎 原 須野字崎原 砂丘上 古墳～ 土器（兼久式）・貝殻•石器

12 マツノト 字松／ト 砂丘J: 古墳～ t器（兼久式）・貝殻・貝札 砂採取進行中

13 土 盛 土盛 砂丘上 古墳～歴史 土器（兼久式） 大部分が消滅

14 万 屋 万屋 砂丘上 古墳～ 土器（兼久式）
集落要内にあるため保存対策
の必がある。

15 泉 JI[ 万屋字長浜 砂丘上 古墳～ 士器（兼久式）・貝殻 昭和61年県教委調査消滅

16 長浜金久1-V 万屋字長浜 砂丘上 弥生～古墳 土器（弥生式・兼久式）•石器・貝殻
昭和58-62年県教委調査消
滅

16 長浜金久 Il 万屋字長浜 砂丘上 縄文 土器（嘉徳式）・石器・貝栓・Ii=居跡 昭和58-59年県教委調査・
部展示保存

17 節田ヨ 7井 節日字ヨフ井 台地上 古墳～歴史 類須恵器・青磁・陶器 城の可能性がある 3

18 節田大漆 節日字大漆 台地上 古墳～肝史 類須恵器青磁・白磁 城の可能性がある。
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第7表笠利町遺跡地名表(2)

番号 遺跡名 所在地 地形 時代 遺 物 等 備 考

89-19 節田立神 節田 砂丘J: 古墳～ 士器（兼久式） 海浜部分は消滅

20 土浜砂丘 土浜 砂丘上 古墳～ 土器（兼久式）・類須恵器 砂採取により大部分は消滅

21 第あや1まる貝塚 須野字崎原 マージ 古墳～歴史 類須恵器 一部分残存

22辺留城 笠利字辺留城 台地上 古墳～歴史 類須恵器・青磁・陶磁器・石器 城

23 鯨 浜 鯨浜 砂丘上 古墳～歴史 類須恵器・青磁 消滅

24 前金久 宇宿字前金久 砂丘上 人骨

25 赤木名城 里川道ほか 山．頂 歴史 城

26 ヤーヤ洞穴 士浜 洞穴 縄文～弥生 士器（爪形文・弥生式）•石器・人骨 昭•昭和和374年6年九町学指会定調査団調査

27 宇宿高又 宇宿字高又 砂丘t縄文 士器（爪形文・条痕文・宇宿下層式）
昭和大51年町指定・昭和53年
熊調査

28 宇宿貝塚 宇宿字大籠 砂丘上 縄文～歴史 土器（宇宿下層式・宇宿上層式）・埋葬址
S61査年国指定・S29・30・45・
53調

29 サ ウ チ 喜瀬字サウチ 砂丘上 縄文～弥生 土器（面縄西洞式・弥生式）・貝符
昭和51年出士品町指定／一
部消滅

30 第あや2まる塚 須野字大道 砂丘上 縄文～ 上器（宇宿下層式・弥生式・兼久式）
昭和46年町指定・昭和60年
町調査

31 ナビロ川 和野字ナビロ川 砂丘l: 縄文～ 石器（石斧・叩き石）
昭和46年出土品町指定／消
滅

32 赤木名観音寺跡 大字里Ill道 台地上 昭和46年町指定

33 蒲生神社 屋仁字アヤンギ1550 丘陵 伝承地・猥勝地

34 大島奉行所跡 大笠利字富城 集落内 近世 屋敷跡・サンゴ石垣 昭和46年町指定

35 大島代官屋敷枕 大笠禾11字上里11番地 隼落内 近世 屋敷跡・サンゴ石垣 昭和46年町指定

36 大島代官屋敷枕 大笠f1J字上里12番地 隼落内 近世 屋敷跡・サンゴ石垣 昭和49年町指定

37 大島代官屋敷跡 大笠利字上里910番地 集器内 近世 屋敷跡・サンゴ石垣 昭和46年町指定

38 アマンデー 字竹弥703番地 山頂 伝承地 昭和46年町指定

39 戦 浜 前金久265番地 砂丘上 近世 人骨（埋葬） 昭和46年町指定

40 津代古戦場 手花部津代海岸 砂丘J: 積み石（サンゴ）墓
昭和46年町指定／一部分残
存

41 Iヽ ァー~S 一 万屋川原勝 山頂 伝承地 昭和46年町指定

42 明神崎 用安大牧 砂丘上 漿勝地 昭和46年町指定

43 蘇鉄アダン郡蕗 須野字大道 砂丘J: 自生地 昭和46年町指定

44 メヒルギ郡落 手花部字平井 低湿地 自生地 昭和46年町指定

45 節田立神 節田字立神地先 海岸 景勝地 昭和46年町指定

46 西邸岩 喜瀬サウ・チ地先 海岸 骰勝地 昭和46年町指定

47 -fだき石 宇宿字松J卜先 海岸 漿勝地 昭和46年町指定

48 城問トフル群 万屋深き779他 集落外 近 世 集団墓 昭和46年町指定

49 アナバリトフル
手花部字穴張346

洞穴 近 世 集団墓 昭和46年町指定
番地他

50 薗家の庭園 用安字当原1592番地 宅地 近代 名勝地 昭和46年町指定

51 手花部幕石 手花部 砂丘上 近世 東地 昭禾046年町指定
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第8表笠利町遺跡地名表(3)

番号 遺枕名 所在地 地形 時代 遺 物 等 備 考

89-52 土浜ヤーヤ 士浜字イヤンヤ マージ 土器（兼久式・不明）磨製石器・剥片石器 海浜部分は消滅

53 富 城大笠利字富城 歴史 近世掏磁器 砂採取により大部分は消滅

54 大利城 手花部字大利城原 丘陵 歴史 城に比定／一部分残存

55 崎 城須野字崎城 丘悶 歴史 城に比定

56 按司城 屋仁字崎山地 山頂 歴史 城に比定

57 湊 城用安字湊城 丘陸 歴史 城に比定／別名殿地

58 万屋集落 大字万屋 砂丘上 古墳～ 土器（兼久式）・貝殻

59 土 浜土浜 砂丘J: 古墳～ 土器（兼久式）•石器・貝殻

60 ア 二城 屋仁蒲生 歴史 城に比定

61 
ヤンアジガナ

屋仁蒲生 近世 人骨
シ器地

62 用安良川 用安良川 砂丘上 古墳～ 土器（兼久式）•石器

63 船 倉 船倉 河川敷 近世

64 コ ビ 口 和野字コビロ 砂丘上 古墳～ 土器（兼久式）／上壊墓 昭調和査58年町教委・熊大・九大

65 佐 仁 佐仁 砂丘上 古墳～ 土器（兼久式）・貝殻

66 屋 仁 屋仁 集落内 古墳～歴史 t器（兼久式）・類須恵器 集丘落はは砂丘上に形成し， 砂
新期砂丘に相当

67 喜瀬石棺墓 喜瀬 台地 近世 箱形石棺（サンゴ）

68 屯一屯 砂丘上 近世 箱形石棺（サンゴ）

69 棺辺留墓城箱形石 笠利字笠利 台地上 近世 箱形石棺（サンゴ） 城（辺留城比定）の中

70 手花部城 手花部 山頂 歴史 城に比定

71 城 ガ屋字城 微高地 縄文～歴史 土器（面縄西洞式・兼久式）・類須恵器 教青磁委調／査埋葬址 昭和 年町

72 宇宿小第 2 宇徊 微高地 縄文～ 上器（宇宿上層式）

73 アヤマル城 須野字あやまる 岬先端 歴史 町営国民宿舎あやまる荘

74 大瀬第 1 宇宿 砂丘上 古墳～ 土器（兼久式）

75 大瀬第 2 宇宿 砂丘上 古墳～ 土器（兼久式）

76 下山田トフル 万屋字下山田 丘陸 近世 集団墓

77 ゲントフル 近世 集団墓

78 笠利城 笠利 台地上 歴史 胄磁・白磁・顆須恵器／土塁状遺構

79 笠利トフル 笠利 近世 集団墓

80 石用棺墓地募内箱形 用 近世

81 用風葬墓跡 用 近世 集団墓

82 字宿箱形石棺墓 字宿 台地上 近世 島団墓地
I 

83 上盛第 2 土盛 砂丘上 縄文～ 砂丘は1B期砂丘に相当

84 ヤドリ浜 佐仁 砂斤上 古墳～ [11] 石 砂丘は新期砂丘に相当
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第 ill章

第 1節調査の経過

日誌抄

5月7日（月）

平成2年度の調査

・知名町正名の分布調査………•…………・ ・・・・・・・・・・約40haを調査する。

• この地域は，第二知名西部土地改良地区にあたり，遺跡としては千間遺跡を確認する。

5月8日伏）

• 第四知名東部の分布調査…………………………約30haを調査する。

• 第二知名東部の分布調査…………………………約20haを調査する。

・住吉貝塚の範囲を確認した以外は遺跡は確認できなかった。

5月9日（水）

• 第三知名東部の分布調査…………………………約25haを調査する。

・過疎基幹農道整備屋子母線・………••…………...z, 780m調査する。

・トフル墓の調査

• 浜須A・ Bの調査・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・範囲の確認。

5月10日（木）

・知名町分布調査における遺跡の小字確認。

• 浜須A・Bは小字を確認の結果，小字は泊りであることか判明した。

5月11日嘩

• 本日より和泊町にはいる。

• 和地区の分布調査…....................................約lOhaを調査する。

・筒岩地区の分布調査…....…... ………………….. 約34haを調査する。

• 第三仁嶺地区の分布調査••••……………………••約15ha を調査する。

5月12日（上）

・和地区の分布調査・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•約20ha を調査する。

• 長畠地区の分布調査•…………………...……• …•約22ha を調査する。

5月13日（日）

•本日は和泊町の分布調査の整理をする。

5月14日（月）

• 第一仁嶺地区の分布調査•………………………••約17ha を調査する。

• 第二仁嶺地区の分布調査…....…………………••約25ha を調査する。

・畦布ワンジョナーバンタ地区の分布調査・・・・・・・・・畦布遺跡の範囲を確認する。

• 小手野地区の分布調査……………••••…………••小手野遺跡の範囲を確認する。
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5月15日因

・小手野遺跡の試掘を実施する。

第1トレンチ2mX3mを設定する。耕作土の表層から第 2層にはいる。土器はローリング

を受けている。

5月16日（水）

第2層～第 4層まで掘り下げる。4層の出士遺物は原位置を保つものと判断する。出士状況

の図面作成。地形図の作成。本日で試掘終了。

5月17日（木）

発掘調査の整理。移動。

5月18日（釣

港より遺物搬入

5月23日（水）-28日（鉛

小手野遺跡他の土器洗い・注記・接合を実施する。

5月29日因

本日から与論町の分布調査を実施する。

町の社会教育課と打ち合わせ。

5月30日（水）

・大字立長地区の分布調査。

・立花地区の分布調査•…...………………………••約30ha を実施する。

・周知の遺跡「ハギビナ」が確認できず。

5月31日（木）

・大字赤崎地区の分布調査。

• 真正地区の調査・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・約18haを実施する。

・大字那間地区の分布調査••••••……………………約15ha を実施する。

本日の調査では遺跡は発見できなかった。

5月31日（木）

• 大字立長地区の分布調査•••………………………茶泊遺跡を確認する。

・大字麦屋地区の分布調査・・・………………………正遺跡を確認する。

・大字茶花地区の分布調査•••……………………•••北登五良遺跡を確認する。

5月31日（木）

・大字茶花地区の分布調査。

本日の調査では茶花遺跡の所在が確認できなかった。

-26-



第2節 沖永良部島・与論島の位置及び環境

南西諸島は，北は種子島から南は台湾までおよそ 1300kmにわたって 100あまりの島々が点々

と連なっている。その中央部に奄芙諸島がある，北東から南西へ喜界島，奄美大島，加計呂麻

島，請島，与路島，徳之島，沖永良部島，与論島へと連なり，沖永良部島・与論島は奄美諸島

の南方に位渡する。以下個々の島について述べる。

1 沖永良部島

沖永良部島は鹿児島の南西 530kmにあり，

周囲49.3km, 面積94.5km'の島である。南東

は太平洋，北西は東シナ海に面している。

本島は 2町からなり，北東部に和泊町，南

西部に知名町がある。

島の基盤は，古生代の名瀬枯板岩層，新

村粘板岩層及び中生代の古期花岡岩類等か

らなり，全島の 3分の 2ほどが琉球層群の

隆起珊瑚礁（琉球石灰岩）でおおわれ，平

坦な段丘状の地形をしている。本島の最高

峰は大山で 245m ある。その大山を中心に，

それを囲むようにカルスト地形が発達して

いる。そのため．山の急斜面下やドリーネ

の底部など各所に湧水が発達していて，水

源として利用されている。河川は表流河川

として余多）I['石橋川，奥川がおる。

気候は，亜熱帯海洋性で四季を通じて温

暖で霜雪を見ることがなく，年平均気温22

℃であり．台風も 7月から 9月にかけて襲

来する。
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第18図奄美諸島

沖綱島

2 与論島

与論島は沖永良部島の南方46kmに位置し，本島の南方28kmには沖縄本島がある。周囲22km,

面積20.Sknfで，太平洋と東シナ海に囲まれている。全島を町域とする。

本島は全島隆起珊瑚礁（琉球石灰岩）でおおわれ，島の最嘉地点で97.Zmを測る，全体的に

平坦な島である。内陸部にはカルスト地形が発達し，北部や西部にはドリーネが見られる。こ

のような地質のため河川は見られず，雨水は地下にもぐり地下水となっている。また，島には

2つの断層線がみられ，北部から南部へ走る中央断層線と島の最高地点の北側から東部へ走る

東部断層線がある。
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気候は亜熱帯海洋性で四季を通じて温暖である。

なお， 歴史的環境については各々のページで触れる。

第3節各町の遺跡

1 和泊町の遺跡

和泊町は沖永良部島 (94.54属）の北東部で，鹿児島市からの距離は546kmの所に所在し面積

は41.17屈である。主要河川は奥川，石橋川があり ，主要山岳は越山188.6kmがある。

町の人口は8,653人 （昭和63年現在）で，総戸数は2,780戸あり，主産業は耕地面積の水田が

9 ha, 畑地が2,180haが示すように，畑作が主である。

主な農産物には，さと う

きぴ ・かんし ょ ・らっ かせ

い ・たばこ ・サトイモ ・バ

レイ ショ ・実エンドウ ・イ

ンゲン ・ユ リの球根 ・フリ

ージャの球根 ・グラジオラ

スの花 ・キクの花 ・スター

チスの花 ・ユリの花や畜産

である肉用牛の生産がある。

地形としては，隆起サン

ゴの島であるので，平坦で‘

ある。

(1)小手野遺跡 (94-12)

この遺跡では，試掘を行

った。

所在地は永嶺字小手野で

島の北海岸の中央部に位醗

する。遺跡の標高は約 100

mで束側には浸食によって

でき た深い谷がある。 （第

21図）

調査した畑地は，瓢筑状

に開墾 して，入 り口は北に

つくっ ている。

確認のトレ ンチは 2箇所

第19図 小手野遺跡近景

第20図 小手野遺跡の遺物出土状況
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いれた。 （第22図）

第 1トレンチは畑の開墾

で切り取った高い所に，第

2トレンチは土を寄せた低

い方に設定した。

ここでは，第 2トレンチ

が表層が深く，二次堆積層

の確認だけであったため第

1トレンチだけを掲載する。

第 1トレンチは 2mX 3 

mの規模である。

地層は第 1層が表層で灰

褐色上層，第 2層が黒褐色

土層で攪乱層，第 3層が黄

褐色土層，第 4層が黒褐色

粘質土層，第 5層が茶褐色

土層である。深さは80cmま

で確認する。

@ 

第21図 小手野遺跡の地形図
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第22図 小手野遺跡のトレンチ配置図
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第 2・3層は二次堆積層で，遺物は礫等と一緒に検出され，土器片は小さくローリングを受

げている。第 4層は二次堆積層でないため，ローリングを受けていない七器片が出士した。

遺構は確認できなかった。

出土遺物

出土遺物は 1-10までが第 1層であり， 11-37までが第 2層であり， 38-46までが第 4層で

ある。

これらの土器の胎土や色調はだいたい類似しており，茶褐色で白いサンゴ粒が混在している

ほか，石灰岩の粒や雲母等がみられる。

悩形としては，口縁部が外反し，底部ぱ丸底と平底がある。装飾としては，外耳状や半球状

の突起をもつものがある。そのほか，連点文や沈線文がみられる。

．． ．． ... :i>凰:••• ・・ ク

這．．．．．璽＠ 
． ． 

． 
．． ． 

． ．． ． ． ． ． ．． ]石． ． 

・0<1 

．．， ． ．． ．
 

.‘
 

．
 

•O 

5
 

ー 83m

07l'・ 三
第23図 小手野遺跡遺物出土状況
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1層の遺物 (1~ 10) 

1~3は口縁部である。

やや外反し，突帯が 1・2

に付けられている。 4~8

は胴部である。 4は半球形

の突起を付けている。 5は

連点が2状みられる。 6は

外耳系土器である。7は底部

近くの部分である。 8は突

帯に連点が付き，沈線を施

している。面縄東洞式系と

思われる。9・10は底部で，

丸底である。

2層の遺物 (11~37) 

11~21までが口縁部であ

る。口唇 ・ロ縁部はやや外

反する器形であり， 13・14

が平坦口縁をしている他は，

やや丸みを持った口唇部で

ある。11・12・20は突帯を

もっている。

22~36は頸部から胴部ま

でのもので，その内， 22~26

までは外耳状の部分であり，

25は刻みが施されている。

27には低い突帯がある。28

は細い沈線を桝状に施し，

外側に細い刻み目がある。

29は鋸歯状に沈線を施して

いる。31~35は胴部である。

36は平底の底部であり ，

3_7は丸底である。

4層の遺物 (38~46)

39~43が口緑部で，44・

45が胴部， 46が底部である。
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第24図 小手野遺跡土層と遺物出土状況
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第25図同出土遺物 1(写真）

第26図同出土遺物2(写真）
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第28図

7ヽ . 

同出土遺物 4 (写真）

第27図 同出土遺物 3 （写真）
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その内39・40は突帯があり， 44は沈線がある。

石器

石器は表面採集で磨製石斧 ・打製石鏃 ・すり石・剥片等が採集された。

磨製石斧は安山岩 ・頁岩でつくられている。打製石鏃 ・フレー クは玉ずいで作られている。

すり石は頁岩でつくられている。

(2) 畦布ナーパンタ遺跡 (94-3) 

本遺跡は島の北側海岸に位置し，標高約50mの台地に立地している。

周知の遺跡であるが，地下げを しているので大半が破壊されている。残りは周辺部と思われ

る。

遺物は 1~4で嘉徳式系が採集されている。

第32図 畦布ナンバータ遺跡の採集遺物
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第33図 畦布ナンパータ遺跡の採集遺物

第9表和泊町遺跡地名表

番 号 遺跡名 所在地 地形 時代 遺 物 等 備 考

94-1 畦布ナーパン タ ワンジョ ナーバン タ 台地 弥生 弥生式土器片 奄美自然と文化（九学会編）

2 小 積 原 和泊小積原 平地 縄文 宇宿上層式土器・石斧・槌石 ,, 

3 畦布ナーバン タ ワン ジョ ナーバン タ 台地 縄文 宇宿上層式土器 ❖ 

4 内 城 内城

5 世之 主の 墓 内城 台地 （県）昭40.12.10

6 後蘭孫八の城跡 後蘭前田川 丘陵 （町）昭42.4.10

7 世 之 主の城跡 内城 丘陵 ，， 

8 後蘭孫八の墓 後蘭 台地 ,,. 

9 が じゅ まる 国頭 国頭小学校 平地 ，， 

10 九本 柱高倉 根折起山公園内 丘陵 ,, 

11 和 和 丘陵 中世 類須恵器・青磁

12 小 手 野 永嶺字小手野 台地 縄文 石斧
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2 知名町の遺跡

知名町内の遺跡調査は1957年（昭和32), 九学会連合奄美大島共同調査の考古班による住吉

貝塚の発掘調査が行われた。その報告によると，石組住居跡の検出や土器，石器，貝輪等が出

上している。時期は，宇宿上層式の時期である。 1981年（昭57), 1982年（昭58) には鹿児島

大学・沖縄国際大学によりスセン常貝塚，神野貝塚の発掘調査がなされている。

また， 1982年から 3次にわたり，中甫洞穴の発掘調査が実施された。調査の結果，爪形文土

器，轟 I式土器，人骨等が出土した。爪形文土器は本島最古の土器と報告されている。

さらに， 1985年には赤嶺原遺跡， 1987年には前当遺跡の確認調査がなされた。

さて，知名町内の遺跡は鹿児島県遺跡地名表によれば44ケ所知られている。

今回の調査では新たに 1ケ所の遺跡を確認した。太平洋に面した内陸部の千間遺跡である。

そのほか，スセン常貝塚と浜須遺跡を調査した。以下概要を述べる。

(1) スセン嘗貝塚 (95-4) 

知名町の南西部，屋子母字スセン常に所在する。遺跡は屋子母海岸から住吉海岸ヘサイクリ

ング道路が走っており，その道路わぎの防風保安林の中にある砂丘遺跡である。

この遺跡は鹿児島大学によって発掘調査が行われ， 5世紀代の新形式の土器（スセン裳式）

が発見されたと報告されている。

ここで，採集された遺物は第34・35図に示した。

採集遺物はいずれも土器片で器形は明らかでない。 2は四角錐状の突起を付けている。 3は

横位の凸帯， 4は縦位の三角凸帯を貼り付けている。 5~6は上げ底の底部である。色調は茶

褐色，暗褐色を呈している。

刊
3

ぃ`

門
日

Ul

□
 

〗口
゜

5 Cffi. 

第34図 スセン嘗遺跡の採集遺物
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(2)千間遺跡 (95-56)

知名町の西部，正名集落の

南端にある。県道より海岸へ

広がる中位段丘の平坦な畑地

にある。

採集した遺物は第36・37図

に示し た。 7は甕形土器のロ

縁である。褐色で胎土に金雲

母，砂粒を含んでいる。 8. 

10~17はすべて類須恵器であ

る。 8は口縁で青灰色を呈す

る。 9は内面 にナデ調整が施

されている。11~12は壺の肩

部で， 11は粘土の継目痕がみ

られ，内外面とも凹凸を呈す

る。 外面は斜位の条痕が施さ

れている。12はヘ ラ描きの波

状沈線文を施文し，内面は条

痕状に調整されている。青灰

色を呈する。13は底部である。

第35図 スセン嘗遺跡の採集遺物•’ 

，
 

12 

第36図 千間遺跡の採集遺物

゜
5 cm 

第37図 千間遺跡の採集遺物
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(3)浜須遺跡(95-42)

知名町の北西部，田皆

集落の西部にあり，集落

と海岸の中ほどを南北に

走る町道わきの畑地の中

にある。

遺物の散布がわずかに

みられたが，畑の天地返

しが行われたということ

であ った。

(4)泊り遺跡(95-55)

（浜須B遺跡）

浜須遺跡から海岸の方

へ500m位行った，標高15

m ~25mの畑地が本遺跡
第38図浜須・泊り遺跡の地形

である。遺物が広い範囲

に散布している。

採集遺物は第39・40図

に示した。14は深鉢で沈

線の間に連続刺突文が施

されている。褐色を呈す

る。嘉徳 I式である。15

~18は嘉徳II式と思われ

る。16は口縁部が波状口

L ____一-- 19 
17 

縁となっている。いずれ . -

も，暗褐色 ・褐色をして

いる。19は口緑端に刻み

凸帯を付したものである。
20 

20は台形状の突起を付け，

その中心に剌突が施され

ている。21~23は口縁部

” 
である。21~22は黒褐色，

23は褐色を呈する。いず

れも宇宿上層式と思われ

る。24は底部である。 第39図 泊り遺跡の採集遺物
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第40図 泊り遺跡の採集遺物

第10表知名町遺跡地名表(1)

番号 遺跡名 所在地 地形 時代 遺 物 等 備 考

95-1 住 吉 住吉金久 台地 縄文 土器•石斧・貝給・槌石・石皿 奄美自然と文化（九学会編） S32調査

2屋子栂 屋子母植村 丘陵 土器・石斧・槌石 ふるさと知名町（知名町教委会編）

3神 野 大津勘神野 砂丘 縄文 南島系士器石器・貝襲品 南西究諸島（の先大史時文学代部に於ける考究古室学的甚
磋研 鹿法 考古学研 1984) 

4 スセン嘗 屋子母スセン賞 砂丘 古墳 南島系土器・石斧・貝転・貝王 S57調査

5石 原 余田石原 台地 縄文 土器・石器・貝器 沖研永究良所綿19島81調)査報告所（沖国大南島文化

6赤嶺原 赤嶺赤嶺432 台地 縄～歴 土器・須恵質上器・青磁・白磁 S60調査

7 当／増 屋子母当ノ増 砂土 土器•石器

8 長（神野貝塚浜） 大津勘長浜 砂丘 縄文
土器（室川下層式・市来式） 沖研永究良所部19島調)S査5報告所(i中国大南島文化
磨石・貝製品 81 7調査

9 J: 城跡 上城次石ほか 山麓 歴史 西目カニジョウ屋敷

10 佐西居目城国跡内兵 下城先間1234 山麓 知名町誌(1982)

11 中甫洞穴 久志検水窪662-663 鐘乳洞 縄～古 土器（爪形文）•石器・人骨 中中甫甫洞穴（（知鹿大考教古1委7号会1983)） 
洞穴 名町 1984 

12 永良部洞穴 瀬利覚 スマン辻 山腹 類須恵器・獣骨・白磁

13 水連洞 大津勘連木俣 丘陵
（町）昭41.3.26)
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第11表知名町遺跡地名表(2)

番号 遺 跡 名 所在地 地形 時代 遺物等 備 考

95-14 田皆岬カルスト地帯 田皆矢護仁犀 海岸 （町）昭41.3. 26 

15 大津勘浜ビーチロック 大津勘 砂丘
,, 

16 珊 瑚 礁 瀬利覚小米知名 海岸 ，， 

17 大山ヘゴの自然林 瀬利覚 J:.山門田 山腹 ~ 

18 沖泊アダン自然林 新城阿闊 砂丘 ケ

19 屋者琉球式古墳跡 屋者勝丸1053 平地 ~ 

20 屋子母セージマ古墳跡 屋子母妻要 丘陵 ケ

21 昇 竜 洞 住吉吉野平川 山腹 （県）昭42.3.31

22 アーニマガヤ古墳跡 赤嶺マガヤ 丘陵 （町）昭46.9.1

23 新城花窪ニャート墓 新城 平地 （町）昭52.12.24

24 浜 倉 屋＋母源手名 ，， （町）昭55.6.30

25 大型有孔虫化石産地 下平川瀬田原 ，， （町）昭58.3.28

26 イクサイヨー洞穴 余田字石嘉喜 洞穴 縄～古 人骨•土器・貝輪等

27 花 城 洞 穴 上平川字花城 ,, 

28 芹清良前金久 斧清良字前金久 砂丘 類須恵器

29 塩 津 類 ビ 屋＋母字塩津類ビ 丘陵

30 泊 り 原 ,, 泊り原 ~ 無文士器

31 JJI 春 ，，， 川春 砂丘 青磁片

32 大津勘フーダトゥ 大津勘字フーダトゥ 台地 石斧

33 大津勘フバト 大津勘字フバト ，，， 類須恵器・白磁

34 木 部 蘭 迫 住吉字木部蘭迫 ,, 無文土器・青磁片

35 友 留 ，' 友留 ケ 無文土器

36 手 殿 '， 手殿 ,, 青磁・染付

37 正 名 内 間 正名字内間 ，， 類須恵器・白磁

38 志 良 部 当 ク 志良部当 ，， 

39 田 階伊美 田 田皆字伊芙田 'l 磨製石斧

40 ア ン ギ ム 下城字アンギム ，，， 無文土器・類須恵器

41 苗ロ 根 田皆字曽根 ，，， 古 墳 土器片・チャート片

42 浜 須 ，， 浜須 ,, 古～歴 土器片・類須恵器

43 伊 舎 良 正名字伊舎良 ，， ,, 土器片

44 池 原 ，' 池原 ,, ,, 類須恵器•青磁

45 砥市 野 ，， 帯野 ケ
,, 土器片

46 仁 堂 A ，， 三仁堂 ，， ,, 上器片・類須恵器

47 仁 ,"4 呈 B ,, ,, ,, ケ ,, ケ
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第12表知名町遺跡地名表(3)

番号 遺 跡 名 所 在 地 地形 時代 遺物等 備 考

95-48 ウ ロ ク 畑 A 正名字ウロク畑 台地 古～歴 ふいご羽ロ・鉄滓

49 ウ ロ ク 畑 B ，， ,, 
" 

,, 土器片

50 ウ ロ ク 畑 C ,, ，， 
" 

,, ，， 

51 前 当 上平川字前当219 ,, // 類須恵器・鉄滓 昭62発掘

52 下 平 Jil 1 下平川 ，， 中世 類須恵器

53 下 平 JII 2 ~ ，， ク ,, 

54 下 平 !II 3 ~ /; ，， ,, 

55 泊 り（浜須B) 田皆字泊 ，， 縄文 土器片

56 千 間 正名字千間 ，，， 中 世 類須恵器

3 与論町の遺跡

与論町の遺跡調査は昭和29-30年に九学会連合の調査により，朝戸から磨製石斧，類須恵器

片などの発見が報告されている。その後，与論町における最初の考古学的発掘調査が実施され，

朝戸遺跡からフェンサ下層式上器，類須恵器等が出土し，ヤドンジゴウ遺跡からは沈線文土器

喜念 I式土器等の出土が報告され， さらに，平成元年度町教育委員会により上城・上城遺跡の

発掘調査が行われ，住居跡(19基），士器（細沈線の土器等），貝製品，骨格器，獣骨，魚骨等が

ツう〗

0
1
 

250m 
こ二i

、=---可
第41図 ①北登五良遺跡・②茶泊遺跡・③ハギビナ遺跡
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出土したと報告 されている。

さて，鹿児島県の迫跡地名表によ れば 5ケ所の遺跡 と2ケ所の城跡が報告 されている。今回

の調査では 3ケ所の迫跡 を確認した。以下概要を述べる。

(1)ハギビナ遺跡 (96-6_) 

町の南西部ハキビナ浜の西側にある。

槌石の採集が報告 されている。

(2)・北登五良遺跡 (96-17)

県道与論島循環線よりハキビナ浜の方へ

250m入った所にある。小高い森である。そ

こは，「入ってはいけない所」 と言われ，農

地整備事業区域から外 された所である 。道

路から約 2m位上がった所に大きな珊瑚の

石灰岩があり ，供え物 をした所がある。そ

の所で石斧を採集した。

採集迫物は第43・44図に示し た。 1の石

斧は耀緑岩製の石斧である。最大長15.8cm, 

最大幅7.lcm, 厚 さ3.9cm, 加工痕跡も見ら

れ，刃部は両面から 研摩 を施 している。側

面には敲打痕が見ら れる。刃部の 1部が欠

損し ている。

(3) 茶泊遺跡 (96-16)

町の南西部，ハキビナ浜の東側の畑地に本遺

跡がある。遺跡を横切るように排水路が通って

いて，その側面に貝層 が見られる。遺跡の上部

は一部削平されている。畑地には貝殻や土器片

が散布している。また，井戸 も畑の中にある。

採集遺物は第47・48・49図に示 した。

2は口縁部で，滑石が混入されている。色調

は暗茶褐色である。 3~8は土器片で器形は明

らかでない。 3~6は茶褐色， 7~8は灰茶褐

色で，焼成は良くない。 9~10は類須恵器であ

る。 9の外面に叩き締めの痕がみ られ，内面は

第42図 北登五良遺跡遠景

第43図 北登五良遺跡の採集遺物

□ 第44図 北登五良の採集遺物

0 5cm 
I I I I I I 

同心円状の痕跡が見 られる。色調は内面は青灰色，外面は暗灰色である。10は内外面は黄灰色

を呈する。11は耀緑岩製の打製石斧である。刃部はわずかに加工痕が見 られるが，欠損したり，

摩耗したり している。12は夜光貝製の貝容器である。器部は楕円形をし，内面は真珠層がみえ，
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外面は外皮がある 。縁は研

摩してある 。

(4) 正遺跡 (96-18)

本迫跡は西区麦屋地区に

ある。その西区に麦屋井戸

（ニジャ井戸）と 呼ばれる

湧水泉がある。井戸の西側

は小高い台地になり，集落

地 とな っている 。集落の中

が迫跡とな って いる 。

採集迫物は小さな土器片

だけで，図示するに至らな

かった。

r~-

2
 

~ 
ーヽ

3 

亀~．

第49図 茶泊遺跡の採集遺物

第50図正遺跡の地形 第51図正遺跡近景

-44-



第13表 与論町遺跡地名表

番号 遺跡名 所在地 地形 時代 遺 物 等 備 考

96-1 朝 戸 朝戸 台地 縄～中世 フェンサ式・類須恵器・染付 「与論島の先史時代」1956

2 麦 囲 麦歴693 台地 縄～弥 喜念式・宇宿上層式

3 古 里 古里 台地 「南島先史時代」1959

4 茶 花 茶花 砂丘

5 城 立長城 丘陵 中世 青磁

6 立長ハギビナ 立長ハギビナ 台地 槌石 「奄美ー自然と文化」1959

7 与 論 城 立長3303 丘陵 中世 （町）昭51.2.20

8 供利一本松 立長1073の1
,, 

9 屋 /II 変屋3404 平地
,, 

10 ガジュマルと黒木 ,,, 2877 ,, 

11 アスンジョウ ヶ 882 ,, 

12 太田氏宅散布地 朝戸 台地 縄～ 「奄美ー自然と文化」1959

13 片岡氏宅散布地 麦屋 台地 縄～

14 ヤドンジョウ 麦屋ヤドンジョウ 台地 縄～弥 喜念式・宇宿上層式 「与論島の先史時代」1981

15 J:. 城 麦屋字アマミッ 丘陵 縄～弥 住居跡・土器・貝製品・獣骨等 平元発掘

16 茶 泊 立長字茶泊 平地 ～中世 石斧・貝製容器・類須恵器

17 北登五良 茶花字北登五良 台地 石斧

18 正 麦屋字正 台地 士器片

第4節 まとめにかえて

今回の調査において両島とも表土のすぐ下が珊瑚礁の石灰岩になっているところが多い。こ

のため，農作物に適しなかったり，農作業においても不便であった。このような状況下で，個

々の農家でば畑の天地返しを行っているところも見られる。その為，遺跡が壊されているとこ

ろも見られる。

沖永良部島では，遺跡は北東部は少なく，南西部に多く分布している。多くは湧線地付近や

海岸付近にある。今回の採集遺物も，嘉徳 I式，嘉徳II式，面縄西洞式，宇宿上層式などであ

った。

また，和泊町の小手野遺跡を試掘した結果，外耳士器系の士器が多数出土した。表採では，

石鏃，石斧など採集した。

与論島では，遺跡は北部の方にはあまり見られず，南部の方に多く見られる。発掘調査箇所

も少ないため，古代の様子も十分明らかにされていない。今回の調査でも 3ケ所の遺跡を発見

した。 1つは貝塚で，無文土器，石斧，類須恵器などで中世ごろまでの遺跡と思われる。他の

2ケ所は石斧と土各苔片だけで今後の調査の結果を待ちたい。
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第53図 与論町の遺跡分布地図
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